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（一社）森の京都地域振興社
　　　　　　　　　 主任

森の京都ガーデンツーリズム協議会 事務局

浅田瑞木

②楽々荘庭園 ③穴太寺庭園 ④ひがん花の里

⑤千手寺 ⑦質美八幡宮 ①京都府立保津峡自然公園⑧美山かやぶきの里

⑥龍穏寺

⑨シャガ・ミツマタ群生地 ⑩元伊勢内宮皇大神社

山
の
庭
園
」だ
と
考
え
、「
森
と
里
山
の
庭
園
」と
い
う
新

し
い
庭
園
の
捉
え
方
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

森
と
里
山
の
恵
み
で
あ
る
食
と

古
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化

　

さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
る
森
の
京
都

は
、
京
野
菜
や
丹
波
栗
、
丹
波
松
茸
を
は
じ
め
、
猪
や
鹿

な
ど
の
ジ
ビ
エ
肉
か
ら
鮎
と
い
っ
た
川
魚
ま
で
、
豊
か
な

食
材
に
あ
ふ
れ
、
古
く
か
ら
京
の
美
食
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
賀
茂
な
す
や
聖
護
院
か
ぶ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
京
野

菜
は
、
森
の
京
都
で
多
く
生
産
さ
れ
、
全
国
に
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
構
成
庭
園
の
周
辺
に

も
新
鮮
で
美
味
し
い
農
産
物
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

直
売
所
や
特
産
物
を
取
り
扱
う
飲
食
店
が
あ
り
、
庭
園
巡

り
と
あ
わ
せ
て
グ
ル
メ
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
森
の
京
都
に
は
舟
運
と
し
て
江
戸
時
代
に
開
か

れ
、
現
代
で
は
美
し
い
渓
谷
を
臨
む
観
光
の
舟
下
り
と

な
っ
た「
保
津
川
下
り
」や
日
本
の
原
風
景
の
象
徴
と
も

い
え
る
茅
葺
き
屋
根
が
江
戸
時
代
か
ら
残
る「
美
山
か
や

ぶ
き
の
里
」、
鎌
倉
時
代
に
平
家
の
落
人
が
生
活
の
糧
と

し
て
始
め
た
と
さ
れ
る「
黒
谷
和
紙
」な
ど
、
古
か
ら
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
が
今
も
残
り
、
こ
れ
ら
は
京

阪
神
エ
リ
ア
か
ら
日
帰
り
で
手
軽
に
体
験
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

私
た
ち
の
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
森
の
京
都
を
訪

れ
る
人
々
が
深
緑
の
森
と
豊
か
な
里
山
に
秘
め
ら
れ
た
庭

園
を
巡
る
中
で
、
森
と
里
山
の
恵
み
を
味
わ
い
、
古
か
ら

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
計

画
し
て
い
ま
す
。
素
朴
で
あ
り
な
が
ら
、
本
当
の
豊
か
さ

に
触
れ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

森
の
京
都
と
は
、
森
と
人
が
育
ん
で
き
た

「
も
う
ひ
と
つ
の
京
都
」

　

森
の
京
都
は
、
京
都
市
の
北
西
部
に
位
置
す
る
６
市
町

（
亀
岡
市
・
南
丹
市
・
京
丹
波
町
・
福
知
山
市
・
綾
部
市
・

京
都
市
右
京
区
京
北
）に
及
ぶ
地
域
で
す
。
山
河
の
恵
み

を
受
け
て
、
豊
か
な
森
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
森
の
京

都
は
、
国
際
観
光
都
市
で
あ
る
古
都
京
都
と
は
趣
の
異
な

る「
も
う
ひ
と
つ
の
京
都
」で
す
。
山
か
ら
湧
き
出
す
清

ら
か
な
水
と
肥
え
た
大
地
は
、
古
く
か
ら
京
の
都
の
繁
栄

を
支
え
、
長
い
年
月
を
か
け
な
が
ら
人
々
の
暮
ら
し
と
地

域
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
森
の
京
都
の
深
い
森
の
中

に
は
、
信
仰
を
深
め
る
た
め
に
古
く
か
ら
神
社
仏
閣
が
建

立
さ
れ
、
農
村
の
の
ど
か
な
生
活
を
彷
彿
と
さ
せ
る
里
山

に
は
、
美
し
い
日
本
の
原
風
景
と
森
の
恵
み
を
享
受
し
て

生
き
る
人
々
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

森
の
京
都
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

〜
森
と
里
山
の
庭
め
ぐ
り
〜

　

森
の
京
都
に
は
、
か
つ
て
丹
波
国
が
存
在
し
て
い
ま
し

た
。
江
戸
時
代
後
期
に
出
版
さ
れ
た『
諸
国
名
義
考
』と

い
う
書
籍
に
よ
る
と
、丹
波
国
の
名
称
の
由
来
と
し
て「
名

義
は
田
庭
な
る
べ
し
」と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
広
く
平

ら
な
場
所
の
意
味
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
の
京
都
の
玄
関

口
で
あ
る
亀
岡
市
の「
霧
の
テ
ラ
ス
」で
は
眼
下
に
水
田

が
広
が
る
、
ま
さ
に「
田
の
庭
園
」と
い
う
べ
き
美
し
い

風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
森
の
京
都
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
は
、

こ
の
地
の
由
来
で
あ
る「
田
庭
」か
ら
着
想
を
得
て
、
深
緑

に
囲
ま
れ
た
神
社
仏
閣
の
境
内
こ
そ
美
し
い「
森
の
庭
園
」

で
あ
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、
日
本
の
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で
あ
る
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こ
そ
が
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し
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里
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森の京都ガーデンツーリズムを構成する森の京都ガーデンツーリズムを構成する
森と里山の庭園の庭園

森の京都
ガーデンツーリズム
～森と里山の庭めぐり～

質美八幡宮　樹齢数百年の老杉の並木が続く神秘的な神社。悠久の時を感
じさせる木立に囲まれ、過去にタイムスリップしたかのような感覚を味わえる。

美山かやぶきの里　のどかな田園に昔ながらの茅葺き屋根の家屋が多く残る
地域。秋には蕎麦の花が見頃を迎え、まるで里山に白く美しい絨毯がかけら
れたかのように小さな白い花々が一面に広がる。

シャガ・ミツマタ群生地　春には黄と白の可憐な花が順に杉林一面を埋め尽
くし、幻想的な光景に包まれる。木々の合間一面に咲く花々が木漏れ日に美
しく彩られるさまが見どころ。

元伊勢内宮皇大神社　三重県の伊勢神宮より前に祀られたといわれる由緒
ある神社。杉の古木が立ち並ぶ深い森の中に厳かに鎮座する。

京都府立保津峡自然公園 京都屈指の自然豊かな美しい渓谷。歴史の深い保
津川下りと嵯峨野トロッコ列車によって四季折々の景観を気軽に堪能できる。

楽々荘庭園　七代目小川治兵衛が保津峡の美しい景観を表現した、池泉回
遊式すり鉢状庭園。建物からすり鉢のように低く造られた庭園は、見る人に
大きな広がりを感じさせ、保津峡の雄大な自然美を余すことなく伝える。

穴太寺庭園　西国三十三所観音霊場の21番札所である穴太寺の多宝塔を
借景とする池泉鑑賞式庭園。江戸中期から末期にかけての手法がよく表現さ
れた丹波名庭のひとつ。

ひがん花の里　丹波の山々を借景として、畦に沿って真っ赤に咲き誇る彼岸
花と収穫後に束ねられた稲藁との対比が美しく映える彼岸花の名所。

千手寺　凛とした深い森に鎮座する寺院。山頂からの眺望は、四季折々の
森と里山の美しさを感じることができる。歴史ある山門を通して見る美しい
景観も見どころ。

龍穏寺　木々に囲まれた静寂な寺院。晩秋には山門から境内までの石段が
紅葉の落葉で覆われ、美しい自然の赤絨毯となる。

じゅうたん

まつ

　美しい深緑に囲まれた神社仏閣の境内を「森の庭園」、日本の原風景たる
美しい里山を「里山の庭園」とする新たなコンセプトで10庭園を選出しています。

＊緑色の番号は「森の庭園」、黄色の番号は「里山の庭園」を指します。
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森の京都ガーデンツーリズム
ウェブサイト
https://morinokyoto.jp/gardentourism/


